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川
上
村
梓
山
出
身
の
油
井
亀
美
也
飛
行
士
が
、国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
I
S
S
）の
第
44
次
／
第
45
次
長
期
滞
在
搭
乗
員
と
し
て
、

来
年
６
月（
予
定
）に
ロ
シ
ア
の
ソ
ユ
ー
ズ

宇
宙
船
で
出
発
し
ま
す
。

そ
の
１
年
前
の
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
、

宇
宙
出
発
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
が
６
月
22
日（
日
）に

川
上
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
日
本
宇
宙
少
年
団
川
上
分
団
結
団
式

油井亀美也宇宙飛行士の応援のために、
多くの方が来場されました。

「これから様々な活動を通じて宇宙の知識を高
め、油井亀美也宇宙飛行士を応援していきたい
と思います。」（分団長：林公上さん）

今
回
川
上
第
一・
第
二
小
学
校
の
児
童

の
中
か
ら
、24
名
の
皆
さ
ん
が
宇
宙
少
年

団
川
上
分
団
に
入
団
し
ま
し
た
。
結
団

式
に
は
、日
本
宇
宙
少
年
団
公
式
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
を
着
用
し
、本
部
よ
り
お
越
し
頂

い
た
副
事
務
局
長
の
小
定
さ
ん
か
ら
団

員
証
・
団
旗
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
：
上
）

◆
J
A
X
A
特
別
講
演
　
猿
橋
あ
す
か
さ
ん

「
宇
宙
飛
行
士
の
宇
宙
出
発
に
向
け
て
」

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
、J
A
X
A

（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）よ
り
猿
橋

あ
す
か
さ
ん
に
お
越
し
頂
き
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

猿
橋
さ
ん
は
J
A
X
A
の
宇
宙
飛
行

士
運
用
グ
ル
ー
プ
で
宇
宙
飛
行
士
の
様
々

な
訓
練
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
で
、講
演

の
な
か
で
、油
井
亀
美
也
さ
ん
の
訓
練
の

様
子
や
近
況
、今
ま
で
の
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
な
ど
お
話
し
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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油井亀美也宇宙飛行士によるビデオメッセージ上映

◆
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー

１
年
前
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
、会
場
の

皆
さ
ん
で
く
す
玉
割
り
や
ロ
ケ
ッ
ト
風
船

を
飛
ば
し
、宇
宙
出
発
１
年
前
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

油
井
亀
美
也
宇
宙
飛
行
士

は
、当
初
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、ア

メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
で
の
訓
練
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
都
合
が
つ

か
ず
、N
A
S
A
か
ら
川
上
村

の
み
な
さ
ん
に
向
け
て
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

「
来
年
の
宇
宙
出
発
に
向
け
て
、

訓
練
を
重
ね
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

成
功
さ
せ
た
い
。

村
民
の
皆
さ
ん
も

お
仕
事
頑
張
っ
て
下
さ
い
。」

レタ助も応援

するだワン！

亀美也さん

ガンバルだワ
ン！川上村
宇宙の夢
プロジェクト

宇宙出発まであと１年を切りました。
みんなで油井亀美也宇宙飛行士を
応援していきましょう。

宇宙出発まであと１年を切りました。
みんなで油井亀美也宇宙飛行士を
応援していきましょう。

川上村
宇宙の夢
プロジェクト

宇宙出発まであと１年を切りました。
みんなで油井亀美也宇宙飛行士を
応援していきましょう。

宇宙出発まであと１年を切りました。
みんなで油井亀美也宇宙飛行士を
応援していきましょう。

宇宙出発まであと１年を切りました。
みんなで油井亀美也宇宙飛行士を
応援していきましょう。
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審査会の様子

サンルームと園庭がつながるイメージ
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設
計
業
者
が
決
定
〜
温
か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
〜 
設
計
業
者
が
決
定
〜
温
か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
〜 
設
計
業
者
が
決
定
〜
温
か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に
〜 

６
月
20
日
、保
育
所
の
設
計

業
者
を
決
め
る
為
の「
川
上

村
統
合
保
育
所
建
設
設
計

業
務
技
術
提
案
審
査
会
」を

開
催
し
ま
し
た
。

審
査
会
に
は
統
合
保
育
所
建

設
検
討
委
員
会
代
表
の
方
々
と

東
京
か
ら
建
築
士
２
名
が
出
席

し
、県
内
７
業
者
か
ら
提
案
さ

れ
た
施
設
の
仕
様
や
配
置
案
な

ど
を
審
査
し
ま
し
た
。
ど
の
提

案
も
自
社
の
技
術
力
や
実
績
、

ア
イ
デ
ア
を
駆
使
し
、優
劣
つ

け
が
た
い
状
況
で
あ
り
、審
査

は
午
前
９
時
か
ら
10
時
間
以
上

に
も
及
び
ま
し
た
。
７
社
の
中

で
、日
照
に
配
慮
し
た
配
置
や

レ
タ
助
ふ
れ
ん
ど
パ
ー
ク
、文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
周
辺
施
設
の

利
用
に
も
配
慮
し
、村
の
か
ら

松
を
用
い
た
温
か
み
の
あ
る
デ

ザ
イ
ン
を
提
案
し
た（
株
）宮
本
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忠
長
建
築
設
計
事
務
所（
長
野

市
）が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
所
の
イ
メ
ー
ジ
は
図
示

の
と
お
り
で
す
が
、今
後
詳
細

な
設
計
を
行
い
、今
年
度
中
に

実
施
設
計
書
を
完
成
さ
せ
る
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
築
工
事
に
つ
い
て
は
、平
成

27
年
度
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

統合保育所 外観イメージ

配置図計画
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自主財源 23.4％

依存財源 76.6％

■地方交付税
　21億6,597万円（51.0%）■県支出金　

　1億9,524万円（4.6%）

■村債
　4億6,090万円（10.9%）

■国庫支出金　
　2億1,678万円（5.1%）

■地方譲与税　1億2,095万円 （2.8%）

■分担金及び負担金
　6,319万円（1.5%）

■諸収入金　9,168万円（2.2％）
■繰越金　　1億9,335万円（4.6％）
■繰入金　　1億2,649万円（3.0％）
■寄付金　　80万円（0.0％）
■財産収入　2,319万円（0.5％）
■使用料及び手数料
　1,343万円（0.3％）

■利子割交付金 
　114万円
■配当割交付金 
　171万円
■株式等譲渡所得割交付金 
　297万円
■地方消費税交付金 
　3,774万円
■ゴルフ場利用税交付金 
　1.348万円
■自動車取得税交付金 
　3,368万円
■地方特例交付金 
　160万円
■交通安全対策特別交付金 
　78万円
　（計 2.2%）

■村税 
　4億8,171万円（11.3％）

平成25年度

決算報告
平成25年度の一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算が、川上村
議会第3回定例会に上程され、認定されました。一般会計歳入決算総
額は42億4,677万円、歳出決算総額は40億3,771万円となり、前
年度と比較して歳入が0.3％の増、歳出は2.8％の増となりました。
防犯カメラ設置事業、児童公園施設整備事業、図書館施設整備事業
や大深山グラウンド整備事業等を行ったことにより、決算額は前年
より増加しました。

一般会計歳入決算額
42億4,677万円

支出
食費（人件費） 60万円
家族の医療費（扶助費） 25万円
光熱水費（物件費・補助費等） 107万円
車や設備の修理（維持補修費・災害復旧費） 8万円
子どもへの仕送り（繰出金など） 66万円
ローン返済（公債費） 74万円
車の購入や家の増改築費（普通建設事業費） 108万円
貯金（積立金） 27万円

合計（Ｂ） 475万円

貯金とローンの状況
貯金残高（基金の残高） 456万円
ローン残高（村債の残高） 392万円

貯金－ローン 65万円

収入－支出（Ａ－Ｂ）＝25万円

本当の意味での残り　19万円
（①銀行に貯金15万円 ②お財布貯金4万円）

（25年度に支払が間に合わなかったお金6万円）
25万円－6万円＝19万円

給与収入 337万円
基本給（村税・地方交付税） 312万円
諸手当（地方譲与税など） 25万円

パート収入（分担金・使用料など） 9万円
親からの仕送り（国・県からの補助金など） 49万円
ローン借入（村債） 54万円
預金の解約（繰入金） 15万円
その他の収入（繰越金・諸収入など） 36万円

合計（Ａ） 500万円

収入

川上村一般会計を年収500万円の
家計に例えると…（下表カッコ内は村の場合）

25年度 決算報告
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■議会費　4,832万円（1.2%）

■商工費　5,510万円（1.4%）

■災害復旧費
　4,072万円（1.0%）

■衛生費　
　3億3,319万円（8.3%）

■消防費
　1億4,754万円
　（3.7%） ■土木費

　4億4,324万円
　 （11,0%）

■民生費
　7億4,244万円（18.4%）

■総務費
　5億7,470万円
　（14.2%）

■農林水産業費
　5億2,269万円
　（12.9%）

■教育費
　5億129万円
　（12.4%）

■公債費
　6億2,831万円
　（15.5%）

■労働費
　17万円 （0.0%）

■維持補修費　
　2,684万円
　（0.7%）

■災害復旧費
　4,072万円
　（1.0%）

■貸付金
　936万円
　（0.2%）

■物件費
　6億1,217万円（15.2%）

■普通建設事業費
　9億1,889万円（22,8%）

■公債費
　6億2,831万円（15.5%）

■繰出金
　5億5,174万円
　（13.7％）

■扶助費
　2億1,303万円
　（5.3%）

■補助費等
　2億9,426万円（7.3%）

■積立金
　2億3,141万円（5.7%）

■人件費　
　5億1,097万円
　（12.6%）

一般会計歳出決算額 40億3,771万円

■ 歳 入 の 部 ■
村税
皆さんから納められた税金。住
民税、固定資産税、軽自動車税
など。

地方交付税
所得税など、国が徴収した税金
の中から、各市町村の財政状況
等に応じて交付されたお金。

村債
村の借金。大きな事業を行うた
めに、国や金融機関から借り入
れたお金。

地方消費税交付金
地方消費税の中から、人口割合
などに応じて配分されたお金。

自動車取得税交付金
県が徴収した自動車取得税の中
から、道路の延長などに応じて
配分されたお金。

物件費
委託料や使用料、光熱水費、消
耗品費、臨時職員の賃金、修繕
費など。

補助費等
各団体への補助金や、広域連合
等への負担金など。

扶助費
子どもや高齢者、障がいのある
方などへの援助等、社会保障に
係る経費など。

普通建設事業費
道路や建物などの建設事業費や
用地の購入費用など。

公債費
村債の返済に係るお金。

目的別

性質別
■ 歳 出 の 部 ■

用語チェック

？
25年度 決算報告

◆



8平成26年（2014年）9月26日発行

村債残高・基金残高の推移（特別会計を含む）

■村債（村の借金）は減少、基金（村の貯金）は増加しています。
平成25年度末現在の村債の残高は、66億2,432万円で、村
民1人当たりに換算すると163万803円です。
道路や学校など、長期にわたって使用する公共施設の建設に
は多額の経費が必要で、費用の一部を賄うために村債（借
金）を発行しています。現在の村債残高の約半分（28億808
万円）を占めるのは下水道の整備に充てられたものです。
一方、基金の残高は、44億556万円で、村民1人当たりに換
算すると108万4,579円となっています。
毎年の財政状況や将来の事業計画等を考慮して、繰上償還
の実施や、基金の積み立てなどを行い、借金と貯金のバラン
スが悪化しないよう、健全な財政運営に努めています。

0

20

40

60

80

100

（億円）

村債残高
基金残高

66

44

77

29

76

33

74

37

70

41

H21 H22 H23 H24 H25

■村債残高・基金残高の推移

25年度 決算報告

歳入歳出差引は2億906万円となりました。このうち翌年度に使うために繰越した財源が5,310万円で、
これを差し引いた実質収支は、1億5,596万円となっています。

【歳入歳出差引】2億906万円
（歳入42億4,677万円ー歳出40億3,771万円）

【翌年度繰越財源】
5,310万円

【実質収支】
1億5,596万円

自前で収入できるお金。村税、分
担金負担金、使用料手数料、財産
収入など。
歳入全体の23.4％が自主財源と
なっています。

国・県から交付されたり、借り入
れたお金。地方交付税、国・県支
出金、村債など。
歳入全体の76.6％が依存財源と
なっています。

【自主財源】
9億9,384万円

【依存財源】
32億5,293万円

歳入合計
42億4,677万円

道路や公共施設の建設、福祉や
教育に係る経費、農業振興や森
林保護、職員の人件費など歳出合計

40億3,771万円

ー ＝

翌年度
繰越財源
5,310万円

￥ ￥
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■ 防犯カメラ設置事業
盗難防止や抑制のため、村内出入り口３か所に防犯カメラを
設置しました。

25年度 決算報告

平成25年度には、次のような事業を行いました。
（新たに実施した事業や金額の大きなものなど、決算に含まれる主な事業を掲載しています。）

【決算額】2,303万円 

■ 佐久医療センター整備事業負担金
「佐久総合病院」の再構築により、新たに整備された佐久医
療センターの建設費の一部を負担しました。
【決算額】4,161万円 （内、村債4,161万円）

■ 道路改良工事
H25年度は下記の改良工事・設計を行いました。
○梓山日本基橋 ○居倉集落内
○秋山集落内 ○大深山高町線
○原集落内 ○御所平集落内
○左岸道路予備設計
一部の路線については複数年度で整備を行っており、Ｈ26
年度以降も引き続き工事を行っています。

【決算額】1億7,927万円 （内、国補助1,776万円）
（村債1億5,370万円）

■ 児童公園施設整備事業
子どもたちが明るく元気に遊んだり、親子が交流できる場
を提供するため、大深山運動公園と文化センターに隣接し
て子ども公園（レタ助ふれんどパーク）を建設しました。
【決算額】8,485万円 （内、県補助8,480万円）

■ 図書館施設整備事業
利用者の利便性向上と蔵書管理徹底のため、システムの入
れ替えとIC化を行いました。

【決算額】3,413万円 （内、村債3,200万円）

■ 野生鳥獣害対策
農作物を野生鳥獣の食害から守るため、ニホンジカの個体
数調整を引き続き行いました。
村猟友会により年間で953頭が捕獲されました。

【決算額】953万円 （内、国県補助389万円）

■ 消防施設整備
各地区の消防力向上のため、樋沢分団へ小型動力ポンプを
購入しました。
【決算額】147万円 

■ 農道・排水路等の整備
（県営畑地帯総合整備事業（居倉・原・樋沢））

長野県が実施主体となり、農道・排水路等の整備をそれぞ
れ行いました。H23年度から継続して、居倉（小川）・原・樋
沢地区を整備しています。
H25年度分の全体事業費は、1億7,200万円となりますが、
事業を実施する長野県に対して、村では負担金としてこのう
ち4,300万円を支出しました。
なお、Ｈ26年度も引き続き整備を実施しています。
【決算額】4,300万円 （内、村債990万円）

（受益者負担2,472万円）
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◆ 予防接種のお知らせ
平成26年10月1日より、「高齢者用肺炎球菌
ワクチン」と「水痘（水ぼうそう）ワクチン」が
定期予防接種となります。

高齢者用肺炎球菌ワクチン

水痘（水ぼうそう）ワクチン

詳しい内容に関しては、9月に個別配布するお知らせをご覧いただくか、
保健福祉課までご連絡下さい。☎97－3600

詳しい内容に関しては、9月に全戸
配布予定のチラシをご覧いただくか、
保健福祉課までご連絡下さい。
☎97－3600

● 対象者
①生後12月～生後36月に至るまでのお子さん（1～２歳児）
②生後36月～生後60月に至るまでのお子さん（３～４歳児）
＊ただし、すでに水痘にかかったことのあるお子さんは対象外となります。

● 助成金額：全額 ● 接種場所：各医療機関

● 助成金額：4,000円
● 接種場所：川上村診療所

● 対象者
①平成26年度中に以下の年齢となる者 ②60歳以上65歳未満で、心臓、じ

ん臓又は肺の機能に障害があり、
日常生活を営むことが大変であ
ることから、医師が予防接種の必
要性を認めた者。
＊ただし、すでに肺炎球菌ワクチ
ンの接種を受けたことがある方
は対象外となります。

65歳 昭和24年4月2日生～昭和25年4月1日生の者

70歳 昭和19年4月2日生～昭和20年4月1日生の者

75歳 昭和14年4月2日生～昭和15年4月1日生の者

80歳 昭和9年4月2日生～昭和10年4月1日生の者

85歳 昭和4年4月2日生～昭和5年4月1日生の者

90歳 大正13年4月2日生～大正14年4月1日生の者

95歳 大正8年4月2日生～大正9年4月1日生の者

100歳 大正3年4月2日生～大正4年4月1日生の者

101歳以上 大正3年4月1日以前生まれの者

平成26年10月1日
平成27年3月31日

実施
期間 〜
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保健だより

を
受
け
ま
し
ょ
う

10
月
14
日
〜
22
日
ま
で
各
地
区
公
民
館
に
て
実
施
し
ま
す
。

今年もいよいよヘルススクリーニングの時期になりました。
夏の過酷な労働をした方も、健康に自信のある若い方も、
一度自分のからだのチェックをしてみませんか？

■ 健診を受けると…
①自分の体の変化に気付くことができます。
②病気が早期に発見できます。
③体や健康についてのさまざまな情報を
得ることができます。

全検査で約16,000円ですが、自己負担額は、
【国保の方】 1,000円
【国保以外の方】 各勤務先または加入保険によって自己負担額が
異なりますので、勤務先又は保険者へお問い合わせ下さい。

自己
負担額

◆ ヘルススクリーニングは随時申込みを受け付けています。
まだ申込みをされていない方は各地区保健補導員さん又は保健福祉課まで
ご連絡下さい。☎97－3600

【
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
日
程
表
】

実施日 受付時間 実施場所 対象地区

10月14日（火） 午前 8：30～11：30
午後 1：00 ～3：00

御所平公民館 御所平
樋沢

15日（水） 午前 8：30～11：30
午後 1：00 ～3：00

16日（木） 午前 8：30～11：30
午後 1：00 ～3：00 原公民館 原

17日（金） 午前 8：30～11：00
午後 1：00 ～3：00 大深山公民館 大深山

20日（月） 午前 9：00～11：00
午後 1：00 ～3：00 新居倉公民館 居倉

21日（火） 午前 9：00～11：00
午後 1：00 ～3：00 秋山公民館 秋山

川端下

22日（水） 午前 9：00～11：00
午後 1：00 ～2：00 梓山公民館 梓山

ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

自分のからだの
メンテナンスが
簡単にできますよ

【検査項目】ヘルススクリーニングではたくさんの検査が受けられます。
●尿検査 ●血液検査 ●身長、体重測定 ●心電図検査 ●眼底検査
●胸部レントゲン検査（40歳以上でらせんCT肺がん検診を受診しない方）
●肝炎ウイルス検査（40～69歳で今まで検査を受けたことがない方）
●前立腺検査（50歳以上の男性、治療中の方は除く）
●大腸がん検査（便潜血検査）
（40歳以上の方、ヘルススクリーニングとは別に申込みが必要です）
＊大腸がん検査のみを受診することも可能です。

●骨粗鬆症検査（女性の方、対象者が決まっています）

ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ク
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a clinic information

◆ 予防接種のご予約は10月8日から、【川上村診療所】TEL 97－3216

川上村診療所では、10月15日からインフルエンザの予防接種を行います。
接種を希望される方のご予約を受け付けています。

10月15日（水）～12月26日（金）まで
◆平日／午後4時～午後5時　◆土曜／午前9時～午前11時30分

赤いマスが実施日です。

接種後、効果があらわれるまでに２週間程度かかります。その後は約５か月、
効果が持続するとされています。
予防接種を行うことで、発症をある程度抑え重症化を防ぐことができます。
しかし、インフルエンザに感染しないためには、日々の予防が大切です。

○栄養と休養を十分とり、インフルエンザに負けない体力を維持する
○感染予防のためのうがい、手洗いの徹底
○鼻、のど等を乾燥から守るためマスクを着用する

予防接種を行うと
ともに、予防に心掛け
ましょう

【 10月 】 【 11月 】 【 12月 】
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

2423
30 25 26 27 28 29

年齢 接種回数 接種時期 費用

小学生以下の方
※生後6か月以上から

接種可能

2回

2回接種の場合1回目
から1～4週間あけて
２回目接種します。
1回目の接種を早め
（11月下旬まで）に受
けた方が良いとされ
ています。

【３歳未満】
１回 2,000円 （2回で4,000円）
※村から１回につき2,000円の助成が出ますの
で、窓口でのお支払いは無料となります。

【３歳以上小学生以下】
１回 3,000円 （2回で6,000円）
※村から1回につき2,000円の助成が出ますの
で、窓口でのお支払いは1回1,000円となります。

大人
（中学生以上の方）

1回
※医師の判断により
２回接種可能

12月中旬までが良い
とされています。

１回 3,000円《中学生と65歳以上方助成あり》
※中学生と65歳以上の方は、村から2,000円の
助成が出ますので、窓口でのお支払いは1回
1,000円となります。

実施期間

インフルエンザの予防接種がはじまりますインフルエンザの予防接種がはじまります

インフルエンザの予防接種がはじまりますインフルエンザの予防接種がはじまります

インフルエ
ンザの予防

接種がはじ
まります

インフルエ
ンザの予防

接種がはじ
まりますインフルエンザの予防接種がはじまりますインフルエンザの予防接種がはじまります

インフルエンザの予防接種がはじまりますインフルエンザの予防接種がはじまりますインフルエンザの予防接種がはじまります
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診療所だより

川
上
村
診
療
所
 木
曜
日
担
当
医

H

e
a
l
t
h
 
c
o
l
u
m

n

状
が
な
い
た
め
に
放
置
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、最
終
的
に
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

そ
れ
ら
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
は
、名
前
の
ご
と
く
食
事
・
運

動
・
休
養
な
ど
生
活
習
慣
の
改

善
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
家
庭
血

圧
の
測
定
や
、体
重
測
定
が
一
つ

の
指
標
と
な
り
ま
す
が
、家
庭

で
は
測
定
で
き
な
い
血
糖
値
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
健
診
で
定

期
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

健
康
が
一
番

定
期
的
に
通
院
さ
れ
て
い
る

方
が
、健
診
を
通
じ
て
健
康
状

態
を
評
価
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
主
治
医
と
し
て
も
安
心
材
料

の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、定

期
的
に
通
院
さ
れ
て
い
な
い
方

は
経
年
的
な
変
化
を
確
認
で

き
、健
康
を
維
持
す
る
一
つ
の
目

安
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

年
に
一
度
、ご
自
身
の
健
康

や
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
日
と

し
て
健
康
診
断
を
有
効
活
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

〔
藤
井
　
麻
耶
医
師
〕

農
期
も
あ
と
少
し
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、文

化
、ス
ポ
ー
ツ
、そ
し
て
禁
煙

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
、

禁
煙
の
シ
ー
ズ
ン
？
」

そ
う
な
ん
で
す
。
昨
年
か

ら
川
上
村
診
療
所
で
は
禁

煙
外
来
を
開
始
し
、多
く

の
村
民
の
方
が
禁
煙
に
成

功
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
大
半
の
方
が
農
閑

期
、つ
ま
り
10
月
か
ら
３
月

ま
で
の
期
間
に
禁
煙
治
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

農
閑
期
は
、夏
の
農
繁
期

よ
り
も
、診
療
所
に
通
院

し
や
す
く
、計
画
的
に
禁

煙
治
療
を
行
う
の
に
適
し

て
い
ま
す
。

こ
の
冬
は
禁
煙
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

川
上
村
診
療
所
と
禁
煙
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
　

○
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相

談
は
、川
上
村
診
療
所

℡
 97
―
３
２
１
６
ま
で

チ
ャ
レ
ン
ジ

煙禁

Dr
マ
ヤ
の

健
康
一
番
！

検
診
先
進
地
？

暑
い
夏
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
、

秋
が
お
と
ず
れ
ま
し
た
。
秋
と

い
え
ば
今
年
も
村
の
集
団
健
診

の
季
節
で
す
。

健
診
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健

診
や
人
間
ド
ッ
ク
を
大
々
的
に

や
っ
て
い
る
の
は
世
界
中
を
見

渡
し
て
も
日
本
ぐ
ら
い
の
も
の

で
す
。
そ
し
て
み
な
さ
ん
も
ご

存
知
の
よ
う
に
、旧
八
千
穂
村

の
全
村
集
団
健
診
が
日
本
で
初

め
て
の
集
団
健
診
で
す
。

し
か
し
、南
佐
久
郡
が「
日
本

ひ
い
て
は
世
界
の
健
診
の
推
進

地
」で
あ
る
か
と
い
う
と
、残
念

な
が
ら
受
診
率
で
見
る
と
、さ

ほ
ど
高
く
は
な
く
、と
て
も
先

進
地
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

検
診
は
必
要
？

時
々
、診
察
室
で「
先
生
の
診

察
を
定
期
的
に
受
け
て
い
る
の

で
健
康
診
断
に
は
行
き
ま
せ

ん
」「
特
に
症
状
が
な
い
の
で
健

康
診
断
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」

と
お
っ
し
ゃ
る
患
者
さ
ん
に
お

会
い
し
ま
す
。

定
期
的
に
診
察
を
受
け
て
い

る
方
や
自
覚
症
状
が
な
い
方
に

と
っ
て
健
康
診
断
は
必
要
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？

新
た
な
病
気
が
…

健
康
診
断
の
最
終
目
標
は
健

康
で
長
生
き
す
る
こ
と
、つ
ま

り
平
均
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
を

指
標
と
し
ま
す
。
実
は
、健
康

診
断
の
項
目
の
中
に
は
こ
れ
に

貢
献
す
る
か
否
か
不
明
確
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

健
康
診
断
に
否
定
的
な
意
見
を

示
す
医
療
者
も
い
ま
す
。

効
果
が
不
明
確
な
の
で
あ
れ

ば
、「
そ
ん
な
の
受
け
て
も
意
味

な
い
じ
ゃ
な
い
か
」と
の
ご
指
摘

を
受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、健
診
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
る
と
定
期
的
に
通
院
さ

れ
て
い
る
方
に
も
新
た
な
病
気

を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
に
は
、私
が
定
期
的
に
拝

見
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
健
診

で
異
常
を
指
摘
さ
れ
、そ
の
報

告
を
受
け
て
私
も
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療

健
診
の
目
的
の
一
つ
に
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

良
く
耳
に
す
る
メ
タ
ボ（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）と

い
う
言
葉
は
、生
活
習
慣
病
と

関
連
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
う
ち
、肥
満
・

脂
質
異
常
症
・
糖
尿
病
・
高
血
圧

は
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
こ
の
動
脈
硬
化
が
自
覚
症
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◆ 【地域包括支援センター】よりお知らせ

認
知
症
相
談
窓
口
も
定
期
的

に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

◆
第
１
・
３
木
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
２
階

研
修
室

（
Ｈ
27
年
１
月
は
第
３
・
５

木
曜
日
）

「
身
近
な
人
が
、自
分
が
、認

知
症
か
も
し
れ
な
い
。」「
介
護

が
大
変
。
話
を
聞
い
て
ほ
し

い
。」「
認
知
症
の
こ
と
を
詳
し

く
知
り
た
い
。」な
ど
認
知
症
に

関
す
る
こ
と
で
し
た
ら
何
で
も

ご
相
談
下
さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　

（
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
内
）

℡
 97
―
３
６
１
４

担
当
：
由
井
　
遠
藤
　
中
原

○認知症とはどういうものか
○認知症の人と接するときの心構え
○認知症の予防について
○認知症の方を介護している家族の気持ちを理解する
○認知症サポーターとは？
など60分～90分の内容です。
※内容は受講される方の所属や年齢によって、若干変
更することがあります。
※口座を受講して『認知症サポ
ーター』になった方には、認知
症を支援する「目印」として、オ
レンジリング（ブレスレット）
をお渡しします。

認
知
症
相
談
窓
口

認知症サポーター
養成講座の内容

川
上
村
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
  

養
成
講
座
の
ご
案
内

川
上
村
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
  

養
成
講
座
の
ご
案
内

も
し
、こ
の
方
が
認
知
症
だ

っ
た
場
合
、認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
て
い
れ
ば
お
年
寄
り
の

心
を
傷
つ
け
な
い
対
応
を
す
る

こ
と
が
で
き
、早
め
に
医
師
の

診
療
を
う
け
て
病
気
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
事
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
に
と
っ
て
、地
域
の
住

民
の
方
の
理
解
は
大
き
な
支
え

と
な
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
方

は
、認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識

が
あ
れ
ば
、摩
擦
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
し
た
支
え
合
い
の
輪
を

広
げ
、認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を
つ
く
る

た
め
に
、川
上
村
の
た
く
さ
ん

の
皆
様
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。
こ
れ
は
８
年
前
に
始
ま
っ

た
全
国
的
な
取
り
組
み
で
あ

り
、全
国
で
は
５
０
０
万
人
、川

上
村
で
は
67
人（
Ｈ
26
年
８
月

現
在
）の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
理
解
を
身
に
つ
け
て
い
る
人

の
こ
と
で
す
。
特
別
に
な
に
か

の
活
動
を
要
求
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、普
段
認
知

症
の
人
と
出
会
っ
た
時
に
、そ

の
人
の
尊
厳
を
損
な
う
こ
と
な

く
、適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、認
知
症
の
人
と
認
知

症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
の
支

え
と
な
り
ま
す
。

村
内
で
も
随
時
講
座
を
開
催

し
て
い
く
予
定
で
す
。
仲
良
し

グ
ル
ー
プ
や
ご
家
族
な
ど
５
人

以
上
の
集
り
で
、ご
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
、出
張
講
座
も
開

き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
電

話
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ーに

な
り
ま
せ
ん
か
？

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

こ
の
よ
う
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

○
忘
れ
っ
ぽ
く
な
り
、何
回
も
同
じ
こ
と
を
言
う
。

○
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

失
敗
が
多
く
な
る
。

○
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
。

○
身
だ
し
な
み
を
気
に
し
な
く
な
る
。

？
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定例会
9月
主な議案と内容

9月
川上村議会　  ●

◎
集
団
的
自
衛
権
容
認
の
閣
議

決
定
を
撤
回
し
、
閣
議
決
定
に

も
と
づ
く
法
整
備
等
を
行
わ
な

い
よ
う
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

陳
情

◎
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周

知
、
及
び
労
災
認
定
基
準
の
改

正
な
ど
を
求
め
る
陳
情

◎
自
主
・
自
立
を
基
本
と
す
る

農
業
協
同
組
合
の
維
持
・
発
展

に
関
す
る
陳
情

追
加
案
件

人
事

◎
川
上
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
補
欠
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

そ
の
他

◎
委
員
会
の
議
会
閉
会
中
の
継

続
調
査
の
件

平
成
25
年
度
決
算
報
告

◎
平
成
25
年
度
 川
上
村
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算

◎
平
成
25
年
度
 川
上
村
営

バ
ス
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

◎
平
成
25
年
度
 川
上
村
特
別

住
宅
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◎
平
成
25
年
度
 川
上
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

◎
平
成
25
年
度
 川
上
村
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

◎
平
成
25
年
度
 川
上
村
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

◎
平
成
25
年
度
 川
上
村
訪
問

看
護
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

川
上
村
農
業
委
員
会

委
員
一
般
選
挙

（

◎
平
成
25
年
度
 川
上
村
営

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

◎
平
成
25
年
度
 川
上
村
下
水

道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

補
正
予
算

◎
平
成
26
年
度
 川
上
村
一
般

会
計
第
２
回
補
正
予
算

◎
平
成
26
年
度
 川
上
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
第
２
回

補
正
予
算

◎
平
成
26
年
度
 川
上
村
営

バ
ス
事
業
特
別
会
計
第
１
回

補
正
予
算

◎
平
成
26
年
度
 川
上
村
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
第
１
回
補

正
予
算

◎
平
成
26
年
度
 川
上
村
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
事
業
特
別
会

計
第
１
回
補
正
予
算

そ
の
他

◎
川
上
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

◎
長
野
県
町
村
公
平
委
員
会
を

共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
増
加
及
び
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

請
願

◎
消
費
税
率
10
％
実
施
の
中
止

を
求
め
る
請
願

第
３
回
定
例
会

任
期
満
了
に
伴
う
川
上
村
農

業
委
員
会
一
般
選
挙
は
、７
月

１
日
に
告
示
さ
れ
、選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
10
名
に
対
し
、

同
じ
く
10
名
の
届
出
が
あ
り
ま

し
た
。

７
月
７
日
に
選
挙
会
が
開
か

れ
、届
出
の
あ
っ
た
以
下
の
方

を
当
選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。

10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １
届
出
順

小
原
　
陸
雄
（
こ
は
ら
　
む
つ
お
）

川
上
　
公
正
（
か
わ
か
み
　
こ
う
せ
い
）

由
井
　
洋
幸
（
ゆ
い
　
ひ
ろ
ゆ
き
）

高
見
澤
　
覚
（
た
か
み
ざ
わ
　
さ
と
る
）

藤
原
　
克
朗
（
ふ
じ
は
ら
　
か
つ
ろ
う
）

吉
澤
　
君
夫
（
よ
し
ざ
わ
　
き
み
お
）

林
　
　
欽
一
（
は
や
し
　
き
ん
い
ち
）

杉
原
　
茂
寿
（
す
ぎ
は
ら
　
し
げ
じ
）

新
海
　
教
和
（
し
ん
か
い
　
の
り
か
ず
）

渡
邉
　
　
正
（
わ
た
な
べ
　
た
だ
し
）

氏
名

居
倉

梓
山

御
所
平

御
所
平

大
深
山

樋
沢

川
端
下

秋
山

原 原 行
政
区



16平成26年（2014年）9月26日発行

この3ヶ月に焦点を合わせる

県の元気づく
り支援金を活
用し、川上村と
4つの友好都
市の小学5・6
年生を対象に
交流会が行わ
れました。

自然の中で共に生活した3日間は児童たちにとって貴重
なものとなったようです。

農業委員会当選証書付与式7/7
7月1日に告示された農業委員会委員一般選挙。立
候補者数が定数を超えなかったため無投票となり
ました。当選が確定した候補者10名に当選証書が
付与されました。これから農家代表としての活躍が
期待されます。

初めて家族と離れて過ごす一日。お友だちと一緒にお
料理にも挑戦しました。自分たちで作ったお料理はと
ってもおいしかったようです。

スポーツ振興くじ助成金を受け、今年で３回目となる東
日本少女サッカー（Ｕ12）交流大会を開催しました。初
夏の高原に少女たちの元気な声が響き渡り、お互いの技
術の向上や交流を深めました。

8/14
今年は雨の中の開催と
なった川上村夏まつり。
会場が村民体育館とな
りいつもと違う雰囲気
のお祭りでしたが、大勢
の方が足を運びお祭り
を楽しみました。

夏まつり

7/12・13

8/6～8

レタスカップ2014

保育園お泊り保育
農村と友好都市との交流会
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3 ヶ月間の村のうごき

7月
7 日 農業委員会委員一般選挙

当選証書付与式
反核平和の日リレー

12 日 ベジタブルナイター
12・13 日 レタスカップ 2014
15～16 日 第一小学校自然教室
16～17 日 第二小学校自然教室
25 日 第一保育園お泊り保育
27 日 長野県消防大会

8 月
1 日 第二保育園お泊り保育
3日 八ヶ岳ミュージックセミナー

6～8日 農村と友好都市の交流会
10 日 長野県知事選挙
14 日 川上村夏まつり
16 日 川崎フロンターレ物産展
21 日 第一小学校水泳記録会
22 日 福島県復興大使訪問
26 日 ベトナム国会議員村内視察
28 日 第二小学校水泳記録会

9 月
5～14 日 派遣中学生ワトソンビル市訪問
11 日 敬老訪問

12～19 日 川上村議会第３回定例会
20 日 第一・第二小学校運動会

26・27 日 中学校金峰祭
27 日 第一保育園親子運動会
28 日 第二保育園親子運動会

神奈川県川崎市の等々力陸上競
技場で川上村の物産展が行われ
ました。川崎フロンターレの本
拠地ということで並ぶお客さん
もサポーターであふれました。

現在行われているゆるキャラ
グランプリにレタ助が参加し
ています。決起イベントにも
参加し善光寺でお参りをして
きました。上位ねらってがん
ばれレタ助！

9/2 ゆるキャラ
グランプリに
レタ助参戦！

ふくしまは負けない！8/22
第三期福島復興大使3名が川上村を訪問し、村長と意見交換を行いまし
た。川上村の農業技術や元気のある地域づくりが、彼らの故郷の再生に
役立てられるといいですね！

長寿を祝う9/11
敬老の日を前に村長の敬老訪
問が行われました。中には
「歳で身体が動かないよ」と
言いながら現役で農作業をさ
れる方も！皆さん優しい笑顔
があふれていました。

川崎フロンターレ
物産展8/16



■ 長野県大会
小型動力ポンプの部 9位 大深山分団
ラッパ吹奏の部 13位 下4分団

18平成26年（2014年）9月26日発行

た
。
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、第

９
位
。し
か
し
個
人
賞
と
し
て
、

指
揮
者
の
日
向
秀
仁
さ
ん
、一
番

員
の
中
嶋
貴
一
さ
ん
が
表
彰
さ

れ
、川
上
村
消
防
団
の
地
力
を

見
せ
つ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。

ラ
ッ
パ
吹
奏
で
も
、順
位
は
13

チ
ー
ム
中
13
位
と
悔
し
い
結
果

に
終
わ
っ
た
が
、川
上
ら
し
さ
と

も
言
え
る
力
強
い
演
奏
を
県
大

会
で
見
せ
る
こ
と
で
、来
年
以

降
に
繋
が
る
大
会
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

川
上
村
の
た
め
に
尽
力
す
る

消
防
団
。
今
回
の
大
会
は
、消

防
団
員
が
地
元
地
域
を
守
る
と

い
う
強
い
思
い
が
表
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

抽
選
に
よ
り
吹
奏
順
は
出
場
分

団
の
中
で
一
番
最
終
と
決
ま
る
。

自
分
達
の
出
番
を
待
つ
選
手
達

か
ら
は
、緊
張
と
や
って
や
る
ぞ
と

い
う
高
揚
感
が
感
じ
ら
れ
た
。

演
奏
は
、川
上
ら
し
い
音
に
力
が

あ
り
、迫
力
の
あ
る
演
奏
で
周
囲

か
ら
は
ど
よ
め
き
も
聞
こ
え
た
。

閉
会
式
の
結
果
発
表
。
ラ
ッ
パ

吹
奏
の
部
で
一
番
最
初
に
呼
ば
れ

た
の
は
川
上
村
消
防
団
だ
っ
た
。

川
上
村
消
防
団
と
し
て
ラ
ッ
パ
吹

奏
で
は
初
め
て
の
県
大
会
出
場
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
周

囲
か
ら
の
ど
よ
め
き
と
、歓
声
の

中
、選
手
達
の
誇
ら
し
げ
な
表
情

が
印
象
的
だ
っ
た
。

■

そ
し
て
県
大
会
へ

県
大
会
は
、７
月
27
日（
日
）大

町
市
に
て
行
わ
れ
た
。
前
述
の

通
り
、川
上
村
か
ら
は
小
型
ポ

ン
プ
の
部
、ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
の

２
種
目
に
出
場
。
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
は
大
深
山
分
団
が
奮
闘
を

見
せ
る
。
大
舞
台
で
の
操
法
、い

つ
も
と
違
う
緊
張
感
か
ら
ミ
ス

も
出
て
し
ま
う
が
、こ
れ
ま
で
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

■

郡
大
会
の
壁
を
超
え
る

６
月
15
日（
日
）佐
久
穂
町
で

行
わ
れ
た
南
佐
久
郡
消
防
大

会
。
今
年
も
村
の
大
会
で
の
上

位
２
チ
ー
ム
が
、県
大
会
へ
の
切

符
を
か
け
郡
大
会
に
挑
ん
だ
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場

し
た
の
は
、大
深
山
分
団
と
居

倉
分
団
。
両
分
団
と
も
県
大
会

出
場
に
大
い
に
期
待
が
掛
か
る
。

結
果
、郡
大
会
を
制
し
た
の
は

大
深
山
分
団
。
多
く
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
の
し
か
か
る
中
で
の

操
法
。
積
み
重
ね
て
き
た
練
習

は
嘘
を
つ
か
な
か
っ
た
。

■

連
覇
阻
止
に
挑
む

「
ラ
ッパ
吹
奏
の
優
勝
は
今
年
も

佐
久
穂
だ
ろ
う
」会
場
に
い
た
大

半
は
そ
う
思
って
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、

ラ
ッパ
吹
奏
の
部
で
は
、毎
年
の
よ

う
に
佐
久
穂
町
消
防
団
が
優
勝

旗
を
手
に
し
て
来
た
。
そ
ん
な
中

で
挑
む
川
上
村
消
防
団
。
川
上

村
の
選
手
達
だ
け
は
、大
半
の
思

い
と
は
違
い
、打
倒
佐
久
穂
に
む

け
気
持
ち
は
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。

川
上
村
消
防
団
県
大
会
への
軌
跡

小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
は
大
深
山
分
団
が
、

そ
し
て
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部
で
も
川
上
村
消
防
団
が

県
大
会
で
の
健
闘
を
見
せ
た
。

■ 南佐久郡大会

自動車ポンプの部 3位 御所平分団
5位 居倉分団

小型動力ポンプの部 優勝 大深山分団
4位 居倉分団

ラッパ吹奏の部 優勝 下4分団



毎
年
９
月
の
第
三
月
曜
日
は

敬
老
の
日
。「
多
年
に
わ
た
り

社
会
に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を

敬
愛
し
、長
寿
を
祝
う
」こ
と
を

趣
旨
と
し
た
一
日
で
す
ね
。

川
上
村
で
も
敬
老
の
日
に
先

駆
け
、敬
老
訪
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
88
歳
の
米
寿
、百
歳
の

百
寿
の
方
々
の
家
に
は
、藤
原

忠
彦
村
長
が
出
向
き
、記
念
品

も
贈
呈
さ
れ
、川
上
村
の
長
寿

を
祝
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
長
寿
を
祝
う
一
日
と

な
っ
た
こ
の
日
、川
上
村
で
今

回
た
だ
一
人
、百
寿
を
迎
え
た

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
梓

山
地
区
の
井
上
満
雄
さ
ん
。
今

回
は
百
寿
を
迎
え
た
井
上
さ
ん
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今
回
は
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
、

今
年
度
で
百
寿
を
迎
え
る

井
上
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
お
話
を
聞
く
に
あ
た

り
、初
め
て
お
会
い
し
た
時
、百

歳
に
は
到
底
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
背
筋
は
す
っ
と
伸
び

て
い
て
、本
当
に
健
康
な
の
が

お
会
い
し
た
だ
け
で
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

さ
て
、そ
れ
で
は
井
上
さ
ん
に

お
話
を
伺
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

―
昔
に
比
べ
て
川
上
村
に
変
化

は
感
じ
ま
す
か
？

す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

よ
。
昔
は
家
の
前
の
川
に
も
堤

防
が
な
か
っ
た
か
ら
ね
、大
雨
の

と
き
な
ん
か
は
、川
の
水
が
溢

れ
て
水
に
浸
か
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
よ
。

―
そ
の
あ
た
り
は
、時
代
が
進

む
に
つ
れ
て
村
の
整
備
が
整
っ

て
き
た
ん
で
す
ね
。
他
に
変
化

は
感
じ
ま
す
か
。

い
ろ
い
ろ
と
変
わ
っ
て
し
ま

っ
た
ん
だ
が
ね
、村
に
住
ん
で

い
る
人
の
気
持
ち
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
よ
。

―
と
い
う
と
？

昔
は
も
っ
と
人
情
味
が
あ
っ

た
よ
。
近
所
同
士
で
助
け
合
っ

た
り
っ
て
い
う
気
持
ち
も
薄
れ

て
来
て
し
ま
っ
た
ね
。

―
そ
の
点
に
関
し
て
は
、昔
を

見
習
う
所
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
て
一
番

記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
、ま

た
、嬉
し
か
っ
た
思
い
出
は
な

に
か
あ
り
ま
す
か
？

私
は
昭
和
二
十
八
年
ご
ろ
ま

で
、中
国
に
警
察
官
と
し
て
行

っ
て
い
た
ん
だ
が
ね
、そ
れ
が
終

わ
っ
て
日
本
に
帰
っ
て
き
て
、ま

た
家
族
と
再
会
で
き
た
時
が
一

番
嬉
し
か
っ
た
ね
。

―
当
時
は
、海
外
と
の
連
絡
手
段

も
ほ
と
ん
ど
な
い
中
で
す
の
で
、や

は
り
不
安
に
な
り
ま
す
か
？

私
１
人
で
は
な
か
っ
た
か
ら

ね
。
同
じ
境
遇
の
仲
間
が
い
た

か
ら
、み
ん
な
で
支
え
あ
い
ま

し
た
。
た
だ
、ど
う
し
て
も
辛
い

時
は
、家
族
の
事
を
思
い
頑
張

っ
た
ね
。

―
家
族
が
心
の
支
え
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。

一
度
家
内
が
子
供
と
一
緒
に

写
っ
た
写
真
を
送
っ
て
く
れ
た

ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
見
た
と

き
は
嬉
し
か
っ
た
い
ね
。

―
長
寿
の
秘
訣
が
あ
れ
ば
教
え

て
下
さ
い
。

ご
飯
を
食
べ
る
と
き
は
、腹

六
分
目
に
し
て
る
い
ね
。
い
つ

も
腹
い
っ
ぱ
い
に
食
べ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
る
よ
。

―
最
後
に
、こ
れ
ま
で
の
人
生

を
振
り
返
っ
て
み
て
い
か
が
で

す
か
？

戦
争
が
な
け
れ
ば
天
国
だ
っ

た
い
ね
。
戦
争
の
お
か
げ
で
だ

い
ぶ
み
じ
め
な
思
い
を
さ
せ
ら

れ
た
。

百
寿
を
迎
え
た
井
上
さ
ん
。

今
回
で
は
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど

の
、体
験
談
な
ど
貴
重
な
お
話

を
伺
え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
元

気
な
井
上
さ
ん
で
す
が
、こ
れ
か

ら
も
体
調
に
気
を
つ
け
、長
生

き
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

◆
大
正
４
年
３
月
27
日
生
ま
れ
　
梓
山
地
区

祝
長
寿
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青
森
県
南
西
部
か
ら
秋
田
県
北
西
部

に
広
が
る
白
神
山
地
に
生
息
し
て
い

る
、絶
滅
危
惧
種
の
動
物
は
何
で
し
ょ

う
か
。

１
．オ
オ
ワ
シ

２
．ヤ
マ
ザ
ル

３
．ク
マ
ゲ
ラ

答
え
は
、３
の
ク
マ
ゲ
ラ
だ
そ
う
で
す
。

ク
マ
ゲ
ラ
は
キ
ツ
ツ
キ
科
の
な
か
で
も

最
も
大
き
な
鳥
で
、北
海
道
と
本
州
北

部
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
何
か
と
い
う
と
、世
界
遺
産
検

定
と
い
う
検
定
試
験
の
な
か
に
出
て

く
る
問
題
で
す
。（
若
干
変
え
て
は
あ

り
ま
す
が
。
）

資
格
や
検
定
に
あ
ま
り
興
味
が
な
く
、

世
界
遺
産
検
定
と
い
う
も
の
も
全
く
知

ら
な
い
私
で
し
た
が
、あ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

番
組
で
ゲ
ス
ト
の
方
が
話
し
て
い
た
内

容
が
と
て
も
魅
力
的
だ
っ
た
こ
と
と
、

旅
行
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

こ
れ
と
いっ
て
得
意
科
目
が
な
い
学
生
時

代
で
し
た
が
、そ
う
い
え
ば
、日
本
史
や

地
理
は
好
き
だ
っ
た
な
あ
と
思
い
出
し
、

こ
こ
最
近
、テ
キ
ス
ト
を
読
ん
で
い
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
を
買
っ
て
み
る
と
世
界
遺
産

に
は
、や
は
り
奥
深
い
歴
史
が
あ
り
、

自
然
や
生
物
の
尊
さ
を
感
じ
ま
す
。

今
年
は
大
雪
が
降
っ
た
り
、洪
水
や
土

砂
崩
れ
が
起
き
、人
々
の
生
活
を
脅
か

す
よ
う
な
様
々
な
災
害
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

自
然
に
よ
る
災
害
は
、私
た
ち
に
は
ど

う
し
よ
う
も
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、

と
き
に
自
然
っ
て
残
酷
だ
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、こ
の
自
然
と
と
も
に

に
私
た
ち
は
生
活
し
て
き
た
ん
だ
な

と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
や
た
く
さ
ん
の
生
き
物

が
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
場
が
、こ
の
先

も
ず
っ
と
続
い
て
い
け
ば
い
い
な
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

【
保
健
福
祉
課
保
健
係
　
菊
池
  香
澄
】
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国立天文台野辺山、筑波大学農林技術センター八
ヶ岳演習林、信州大学農学部野辺山ステーションで
は、地元である南牧村、川上村の村民の皆様を対象
に、施設のこと、研究内容のこと、などを良く知っ
ていただき、より身近に感じていただくことを目的
に「地元感謝デー」を開催いたします。

【スケジュール】
13：30～　天文台施設見学ツアー
15：00～　講演会

（国立天文台、筑波大学、
信州大学が講演します）

16：30～　天文台施設見学ツアー
18：00～　観望会（雨天中止）

℡ 0267－98－4300　e-mail:nro-nroweb@nao.ac.jp
ウェブサイト：http//www.nro.nao.ac.jp 国立天文台 野辺山 検索

参加無料

お問い合わせ


